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中
心
人
物
」
と
指
摘
し
、
「
こ
ど
も
病
院

の
移
転
や
高
校
学
区
拡
大
な
ど
で
県
民
と

の
矛
盾
を
い
っ
そ
う
広
げ
て
い
る
。
県
知

事
選
ま
で
あ
と
１
年
、
走
り
切
ろ
う
」
と

訴
え
ま
し
た
。 

松
山
秀
樹
代
表
幹
事
は
、
橋
下
・
維
新

の
動
き
に
触
れ
、
憲
法
が
輝
く
地
方
自
治

と
住
民
の
た
た
か
い
を
強
調
し
ま
し
た
。 

 

そ
の
後
、
元
町

大

丸

前

で
、
宣

伝
・
対
話
活
動
を

繰
り
広
げ
ま
し

た
。 

【
主
な
発
言
】 

雇
用
に
も
税
収

に
も
何
の
プ
ラ

ス
に
な
ら
な
い

大
企
業
補
助
金 

 

パ
ナ
ソ
ニ
ッ
ク

の
撤
退
で
１
千
人

ほ
ど
が
解
雇
さ
れ

た
と
言
わ
れ
て
い

る
。
県
は
莫
大
な

補
助
金
は
出
し
た

が
、
雇
用
に
も
税

収
に
も
何
の
プ
ラ

ス
に
も
な
ら
な

か
っ
た
。
県
立
塚

口
病
院
跡
地
に
医

療
機
関
の
建
設
を

求
め
る
運
動
が
継

続
さ
れ
て
い
る
。

（
尼
崎
の
会
） 

石
川
康
宏
代
表
幹
事
が
、
報
告
を
か

ね
た
あ
い
さ
つ
で
、
国
民
は
二
大
政
党

を
乗
り
こ
え
て
お
り
、
官
邸
前
行
動
に

み
ら
れ
る
よ
う
に
自
分
の
力
で
政
治
を

動
か
そ
う
と
す
る
流
れ
が
起
き
て
い
る

と
強
調
し
ま
し
た
。
ま
た
井
戸
敏
三
知

事
に
つ
い
て
「
原
発
再
稼
働
を
容
認
し

た
関
西
広
域
連
合
の
声
明
を
つ
く
っ
た

 

「
兵
庫
・
憲
法
県
政
の
会
」
は
７
月
７
日
、
「
２
０
１
３
年
知
事
選

挙
一
年
前
の
つ
ど
い
」
を
開
き
、
街
頭
宣
伝
も
行
い
ま
し
た
。 

 

政
治
情
勢
の
特
徴
と
運
動
の
方
向
、｢

会
」
の
取
り
組
み
の
到
達
点

や
強
化
点
な
ど
が
報
告
さ
れ
、
各
分
野
・
地
域
か
ら
県
民
要
求
や
運
動

が
発
言
さ
れ
ま
し
た
。｢

憲
法
を
も
と
に
、
く
ら
し
守
る
県
政
」
に
変

え
よ
う
と
話
し
合
い
ま
し
た
。 

 

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を 

 

子
ど
も
の
医
療
費
無
料
化
を
広
げ
る
た

め
、
県
知
事
と
も
交
渉
し
た
。
各
地
の
自

治
体
に
新
し
い
変
化
を
つ
く
り
だ
し
て
い

る
。
（
新
日
本
婦
人
の
会
兵
庫
県
本
部
） 

 

農
山
漁
村
守
る
県
政
に 

 

Ｔ
Ｐ
Ｐ
問
題
で
の
危
機
感
は
保
守
層
に

も
広
ま
っ
て
い
る
。
農
家
戸
数
は
４
割
、

農
地
も
４
割
に
な
る
と
言
わ
れ
て
い
る
。

合
併
で
地
方
交
付
税
が
削
ら
れ
、
地
域
社

会
が
存
亡
の
渕
に
立
た
さ
れ
て
い
る
。
集

落
は
高
齢
化
し
共
同
作
業
が
で
き
な
く

な
っ
て
い
る
。
農
山
漁
村
を
守
る
県
政
を

つ
く
っ
て
い
き
た
い
。
（
兵
庫
県
農
民
運

動
連
合
会
）  

 

子
ど
も
病
院
移
転
に
医
師
会
も
あ

げ
て
反
対
、
議
会
内
外
の
運
動
を 

 

県
立
こ
ど
も
病
院
の
移
転
問
題
。
院
長

ら
も
現
地
で
の
立
て
替
え
を
要
望
し
て
い

た
の
に
、
一
昨
年
２
月
に
突
然
ポ
ー
ト
ア

イ
ラ
ン
ド
移
転
の
計
画
が
発
表
さ
れ
た
。

大
震
災
で
液
状
化
し
た
ポ
ー
ア
イ
は
病
院

の
移
転
先
に
ふ
さ
わ
し
く
な
い
。
医
療
産

業
都
市
の
空
き
地
を
埋
め
よ
う
と
す
る
も

の
で
す
。
医
師
会
も
あ
げ
て
反
対
し
て
お

り
、
議
会
内
外
で
の
運
動
が
重
要
で
す
。

（
日
本
共
産
党
兵
庫
県
会
議
員
団
） 

 

 

の
り(

憲) 

 

の
り(

法)
  

 
 

コ
ラ
ム  

 

先
日
、
子
ど
も
が
学
校
か
ら
「
夏

の
節
電
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー
ト
・
小
学

生
」
を
持
ち
帰
っ
て
き
ま
し
た
。
発

行
は
「
関
電
と
関
西
広
域
連
合
」
。

中
身
を
見
て
、
「
小
学
生
に
何
を
刷

り
込
む
の
か
」
と
怒
り
心
頭
で
す
。 

 

「
関
西
電
力
は
、
こ
の
夏
み
な
さ

ま
に
、
節
電
の
ご
協
力
を
お
願
い
し

て
い
ま
す
」
、
だ
か
ら
「
今
年
の
夏

は
、
ご
家
族
と
い
っ
し
ょ
に
、
節
電

の
チ
ャ
レ
ン
ジ
を
お
願
い
い
た
し
ま

す
」
っ
て
書
い
て
あ
り
ま
す
。 

 

関
西
電
力
・
関
西
広
域
連
合
さ

ん
、
「
節
電
」
は
何
の
た
め
に
す
る

の
か
、
子
ど
も
の
方
が
良
く
理
解
し

て
い
ま
す
よ
。
原
発
再
稼
働
の
口
実

の
た
め
に
や
る
も
ん
じ
ゃ
な
い
で

し
ょ
。
環
境
破
壊
を
食
い
止
め
よ

う
っ
て
省
エ
ネ
す
る
ん
で
し
ょ
。

「
節
電
」
を
小
学
生
に
取
り
組
ま
せ

る
な
ら
、
京
都
議
定
書
や
エ
ネ
ル

ギ
ー
枯
渇
の
問
題
と
か
、
取
り
上
げ

る
べ
き
視
点
が
あ
る
で
し
ょ
？ 

 

 

し
か
も
、
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
シ
ー

ト
、
絵
日
記
を
送
っ
て
く
れ
た
方

に
、
『
感
謝
状
』
と
『
シ
ー
ル
セ
ッ

ト
』
を
お
届
け
し
ま
す
」
と
ま
で
。

地
球
環
境
の
た
め
に
、
家
計
の
た
め

に
、
節
電
す
る
の
は
小
学
生
に
と
っ

て
も
当
た
り
前
の
こ
と
。
モ
ノ
で
つ

ら
れ
て
や
る
も
の
で
も
、
褒
美
の
た

め
に
す
る
も
の
で
も
あ
り
ま
せ
ん
。 

福
島
の
人
た
ち
を
ほ
っ
た
ら
か
し

に
し
て
お
い
て
、
子
ど
も
に
「
原
発

が
動
か
な
い
と
電
気
消
え
ち
ゃ

う
？
」
み
た
い
な
ウ
ソ
を
、
す
り
こ

む
の
は
や
め
て
く
だ
さ
い
。
（
Ｅ
） 

大丸前宣伝では、０９年知事選挙候補者の田中耕太

郎代表幹事や、全日本民医連の藤末衛会長らが訴

え。「原発ゼロ」署名、「子ども病院移転反対」署

名も取り組まれました。 



「
兵
庫
・
憲
法
県
政
の
会
」
は
、
５
月

に
開
催
し
た
第
８
回
定
期
総
会
の
内
容
を

県
下
全
域
に
広
め
、
地
域
の
県
政
要
求
を

学
び
合
う
た
め
に
、
順
次
、
地
域
報
告
会

を
開
催
し
て
い
ま
す
。 

こ
れ
ま
で
に
開
催
し
た
と
こ
ろ
は
次
の

と
お
り
で
す
。 

７
月 

３
日 

東
灘
・
灘
・
中
央
区 

７
月 

４
日 

西
播
磨
（
姫
路
除
く
） 

７
月
１
２
日 

西
宮
市 

７
月
１
３
日 

宝
塚
市
（
地
域
主
催
） 

【
各
地
域
の
発
言
か
ら
】 

７
月
３
日 

東
灘
・
灘
・
中
央
区 

「
政
令
市
で
も
社
会
保
障
の
県
政
要
求

が
切
実
。

３
年
前
の

選
挙
時
に

医
療
費
の

負
担
が
大

き
く
な
り

県
民
の
怒

り
の
声
が

寄
せ
ら
れ

た
」
「
借
り
上
げ
復
興
住
宅
問
題
で
も

県
は
神
戸
市
と
い
っ
し
ょ
に
な
っ
て
入

居
者
の
追
い
出
し
を
し
て
い
る
。
そ
う

い
う
意
味
で
は
『
県
へ
も
、
市
へ
も
』

の
要
求
運
動
が
大
切
」 

７
月
４
日 

西
播
磨 

「
農
林
業
の
再
生
で
雇
用
の
創
出
が

で
き
る
よ
う
に
し
な
け
れ
ば
」
、
「
赤

穂
は
０
４
年
の
水
害
で
救
助
法
が
適
用

さ
れ
な
か
っ
た
。
ま
だ
河
川
の
十
分
な

改
修
が
行
わ
れ
て
い
な
い
」
な
ど
、
途

切
れ
る
こ
と
な
く
熱
心
な
発
言
が
続
き

ま
し
た
。 

 

７
月
１
２
日 

西
宮
市 

 
「
名
神
と
阪
神
を
つ
な
ぐ
湾
岸
連
絡

線
２
㎞
に
８
４
０
億
円
の
道
路
整
備
を

県
知
事
は
く
り
か
え
し
国
に
働
き
か
け

て
き
た
。
地
元
で
は
公
害
道
路
、
町
が

道
路
で
分
断
さ
れ
る
と
反
対
の
声
が
あ

る
の
に
」
「
西
宮
で
は
中
２
ま
で
医
療

費
無
料
だ
っ
た
が
、
県
が
所
得
制
限
を

か
け
て
き
た
た
め
、
４
０
０
０
人
く
ら

い
が
有
料
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
県
政

が
市
政
の
足
を
ひ
っ
ぱ
っ
て
い
る
」 

【
今
後
の
予
定
】 

８
月
２
５
日
（
土
）
午
後
２
時 

 

 

新
長
田
ビ
フ
レ
会
議
室
Ａ 

８
月
２
８
日
（
火
）
午
後
７
時 

 

 

加
古
川
民
商
会
館 

９
月 

８
日
（
土
）
午
後
２
時 

 

 

尼
崎
労
働
福
祉
会
館
（
地
域
主
催
） 

「京都の選挙に学ぶ会」 
景気・雇用に大胆提言、「前例にとらわれ

ない創造的取り組み」 
「兵庫・憲法県政の会」は６月１４日、他府県の首長選挙

のすぐれた経験からも率直に学ぼうと、「京都の選挙に学ぶ

会」を開きました。 

「京都市政を刷新する会」の池田豊事務局長が、「前例に

とらわれない創造的取り組み」など共同の拡大への新たな探

究、ＩＴも含めた宣伝戦略、市民要求にあった宣伝・政策の

重要性などについて報告されました。参加者は新たな意欲を

燃やしはじめました。 

 今後、お互いの問題意識を深めるため、８月下旬に京都を

訪問し問題意

識を探究・交

流します。 

 「変えよう！兵庫県政」 第７号 ２０１２年７月３０日（２） 

公式ＨＰを立ち上げました 
ブログメーリングリストへの登録、ツイッ

ターフォローへの協力を 
「兵庫・憲法県政の会」は７

月６日に、公式ホームページを

立ち上げました。これまでのブ

ログやツイッター、２００９年

選挙資料などにもリンクできる

ものです。 

また、会の集会や宣伝などの

動画配信などにも積極的に挑戦

し、兵庫県全域、そして幅広い

層への呼びかけを強化していき

ます。 

加入団体の会員のみなさんや、地域の会のみなさんに

は、ブログ・メーリングリストへの登録、ツイッター・

フォローへのいっそうのご協力をお願いします。 

【現在 公式ＨＰで配信している動画】 
 ユーストリームをクリックして下さい 

７月１２日 西宮の地域報告会 石川代表幹事の報告 

７月１５日 笠井衆議院議員の講演（原発なくす会） 

       「原発ゼロ、自然エネルギーへの転換」 

 

池
田
氏
（
左
）
の
講

演
後
、
石
川
代
表
幹

事
と
対
談 

１１月に１００人規模で総会を開く 
    -７月１３日「宝塚の会」幹事会- 

 「宝 塚 の

会」は７月１

３日、幹事会

を開き１０人

が出席しまし

た。２００９

年選挙の取り

組みを振り返

るとともに、

大震災への支

援、原発再稼

働、消費税・

ＴＰＰ問題、

維新の会の動きなどについて意見交換。ついで、各団体の取り組みが

報告・交流された後、今後の具体的な活動について話し合い、①１１

月１１日に総会を１００人規模で開く、②役員体制と加盟団体につい

て再確認をすすめること、③総会まで毎月幹事会を開く、④宣伝行動

については次回幹事会で具体化する、などを決めました。 

 「兵庫・憲法県政の会」からは、田中耕太郎代表幹事など２人が出

席し、「会」の取り組みの報告と運動への協力を呼びかけました。 

 


